
都立高等学校職員による朝霞駐屯地部隊見学
学
校
職
員
の
朝
霞
駐
屯
地
で
の
部
隊
見
学

と
し
て
今
回
の
見
学
を
実
施
し
た
も
の
で

す
る
自
衛
隊
装
備
品
の
展
示
を
予
定
し
て

同
校
は
、
全
国
で
初
め
て
「
都
市
防
災

体
験
（
探
究
防
災
）
を
実
施
し
て
い
る
。

当
日
は
、
第
１
施
設
大
隊
本
部
管
理
中

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ

北
地
域
事
務
所
は
、
今
後
も
学
校
側
と

備
品
の
展
示
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
要

技
術
科
」
を
設
置
し
て
お
り
、
１
年
生
及

を
支
援
し
た
。

び
２
年
生
を
対
象
に
防
災
に
関
す
る
実
技

同
校
文
化
祭
に
お
い
て
、
災
害
時
に
使
用

明
、
装
備
品
展
示
（
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
大

派
遣
に
お
け
る
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明

と
の
懇
談
を
実
施
し
た
。

の
自
衛
隊
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た

北区内の私立中学校・高等学校防災講話で自衛隊による災害派遣を紹介！
同
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
防
災
講
話
は
今
回
が
初
開
催
で

は
、
生
徒
全
員
が
真
剣
な
眼
差
し
で
視
聴
し
て
い
た
こ
と
が
印

て
は
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
学

を
行
う
な
ど
、
生
徒
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

等
学
校
に
対
し
防
災
講
話
を
実
施
し
た
。

災
害
派
遣
状
況
」
と
い
う
題
目
で
実
施
し
、
当
日
は
秋
晴
れ
の

る
行
動
や
、
避
難
所
に
お
け
る
助
け
合
い
の
精
神
な
ど
、
具
体

い
く
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
消
火
器
の
操
作
体
験
な
ど
、
生
徒
た
ち
と
っ
て
は
、

あ
り
、
学
校
側
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
中
学
生
に
は
「
自
助
・

を
用
い
た
通
学
圏
・
生
活
圏
に
お
け
る
洪
水
浸
水
想
定
の
説
明

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が“

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る”

と
い
う

害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
様

え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

と
連
携
し
な
が
ら
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

北
地
域
事
務
所
は
、
今
後
と
も
学
校
側
と
連
携
し
、
防
災
意

「２０２５なかの東北絆まつり」で募集広報活動を実施
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２
５
な
か
の
東
北

た
も
の
の
多
く
の
方
が
会
場
を
訪
れ
、
２

災
さ
れ
た
地
域
へ
の
継
続
的
な
復
興
支
援

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被

立
ち
寄
り
、
制
服
試
着
体
験
を
楽
し
む
と

支
援
を
受
け
、
地
域
の
皆
様
へ
の
丁
寧
な

の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
自
衛
隊
に

集
広
報
活
動
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

め
、
来
場
さ
れ
た
方
々
へ
の
募
集
広
報
活

絆
ま
つ
り
」
に
お
い
て
自
衛
官
募
集
広
報

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
北
地
域
事

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
北
地
域
事
務
所
（
所
長　

西
尾

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
高
円
寺
募

集
案
内
所
（
所
長　

及
川
２
陸
尉
）
は
10

動
を
実
施
し
た
。

を
目
的
と
し
て
震
災
の
翌
年
か
ら
同
区
で

派
遣
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
通
じ

動
で
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

解
を
深
め
て
い
た
。

頼
り
に
な
る
心
強
い
存
在
で
す
」
と
い
っ

き
た
。

開
設
訓
練
を
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
災
害

あ
っ
た
。

型
ド
ー
ザ
、
資
材
運
搬
車
、
水
タ
ン
ク
ト

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
事
前
学
習
の
一
環

を
受
け
、
中
隊
長
以
下
、
所
属
す
る
隊
員

向
上
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解

の
深
化
を
図
っ
て
い
く
。

隊
の
支
援
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
概
要
説

参
加
者
か
ら
は
、「
学
生
に
も
災
害
時

か
、「
来
年
度
の
文
化
祭
で
も
引
続
き
装

い
」「
大
型
バ
ス
で
学
生
の
見
学
も
実
施

望
も
あ
っ
た
。

連
携
し
、
学
校
教
育
支
援
や
防
災
意
識
の

日
、
板
橋
区
に
所
在
す
る
都
立
高
等

24務
所
（
所
長　

西
尾
３
陸
佐
）
は
10
月

本
見
学
は
、11
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た

レ
ー
ラ
等
）
及
び
07
式
機
動
支
援
橋
の

充
実
し
た
一
日
と
な
っ
た
。

り
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
の
備
え
と
正
し
い
知
識
が
あ
れ
ば
被

象
的
で
あ
っ
た
。

意
識
を
持
ち
、
周
囲
と
助
け
合
う
大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら

中
、
午
前
中
は
避
難
訓
練
、
午
後
は
防
災
講
話
や
消
防
に
よ
る

的
な
行
動
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
一
方
、
高
校
生
に
対
し

特
に
、
防
災
講
話
の
中
で
上
映
し
た
災
害
派
遣
の
動
画
で

共
助
・
公
助
」、
高
校
生
に
は
「
災
害
時
の
対
応
と
震
災
時
の

校
近
く
を
流
れ
る
荒
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

防
災
講
話
で
は
、
ま
ず
中
学
生
に
対
し
て
災
害
時
の
身
を
守

北
地
域
事
務
所
長
は
、「
今
回
の
講
話
を
通
じ
て
、
生
徒
の

す
。」
と
述
べ
、
防
災
教
育
の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
し
た
。

識
の
高
揚
を
通
じ
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
深
化
を
図
っ
て

３
陸
佐
）
は
10
月
29
日
、、
北
区
内
に
あ
る
私
立
中
学
校
・
高

来
場
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
災
害
派
遣
活

日
間
で
約
５
０
０
名
が
自
衛
隊
ブ
ー
ス
に

て
、
自
衛
隊
の
任
務
や
活
動
内
容
へ
の
理

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ

「
い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
」「
自
衛
隊
は
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
募
集
広
報
活
動
を
実

施
し
て
い
く
。

と
も
に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
災
害

た
心
温
ま
る
声
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

説
明
や
相
談
対
応
を
実
施
す
る
な
ど
、
募

ま
た
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
方
々
の

高
円
寺
募
集
案
内
所
は
、
今
後
も
地
域

対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
べ
く
様
々
な

月
25

26

日
及
び

日
の
２
日
間
、
中
野
区


